


ひあたりの　よい　いしの　うえで、
にっこうよくを　はじめました。

写真・文　関 慎太郎

うまれたよ！
 トカゲ
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おかあさんは　こどもたちが　うまれてくるのを
　　　　　　　みまもっています。
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 トカゲの くらし
このほんでは、にっぽんに　いる　トカゲの
たんじょうと　せいちょうを　
しょうかいして　います。

みぢかにいる トカゲ

トカゲは　ひとの　くらす　じゅうたくち　から、
やまに　かけて　さまざまな　ばしょで　
みられます。
ひあたりの　よい　ところで、　こんちゅうや　
クモなどを　つかまえて　たべています。
どくは　もっていません。

たまごから おとなに なるまで　したの きりぬき しゃしんは ほんとうの おおきさです。

メスは　いしの　したなどに　
５
ご

～1
じゅうろっ

6 この　たまごを　うみます。
こどものころは　せなかに　５

ご

ほんの　せんが　はいります。
こどもの　しっぽは　あざやかな　あおい　いろを　しています。
おとなの　オスは、
からだが　ちゃいろっぽくなり、
はるに　なると　かおの　いちぶが　
あかくなります。

おとなの　メスは、しっぽのあおい　いろは　うすれますが　
こどものころと　おなじ　もようが　のこります。

たまご

おとなの  メス。

うまれて  １
いっ
かげつたった  こども。

かわを  ぬぐ

ふるくなった　かわは、
ぼろぼろと　めくれていきます。
くちで　ひっぱったり、
からだを　ものに　こすりつけたりして、
じょうずに　ぬぎます。

はえかわる  しっぽ

てきに　おそわれそうになると　
しっぽを　きりはなして　にげます。
きれた　しっぽは　しばらく　うごき、
てきの　ちゅういを　ひきます。
きれた　ところから　
すこし　いろのちがった　しっぽが　
どんどん　のびてきます。
はえかわった　しっぽには、かたいほねが　ありません。

にわさきで  にっこうよくする  トカゲ。

おとなの  オス。

トカゲと  カナヘビ
カナヘビは　しっぽが　ながく、
からだの　かわが　
かさかさ　しています。
トカゲの　からだは　
つるつる　しています。

おなじ  ところで  にっこうよくを  する
トカゲ （ひだり） と  カナヘビ （みぎ） 。

うんち。
とりの  うんちに  にています。
しろいところは  おしっこが  かたまった  ものです。

かわを  ぬぐ  トカゲ。
からだの  いろは、ひかりの  あたりかたに  よって、

ちがって  みえることが  あります。

しっぽが  きれて  2
は つ

0 か。
（→のところから  はえてきました）

しっぽが  きれて  5
ごじゅう

0 にち。
（→のところから  はえてきました）

→

→

おもに、にしにっぽんには　ニホントカゲが、ひがしにっぽんには　ヒガシニホントカゲが　います。
いずはんとうや　いずしょとうには　オカダトカゲが います。
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